
 

 

 

障害者住宅改造補助事業 

申請に関する書類の作成方法について 
 

 

＜１．工事図面の作成について＞ 

全体の平面図、工事箇所の工事前と工事後の平面図の作成をお願いします（別紙参照。） 

  ◆リハビリセンター作成の図面を使用する場合は、中止・変更・追記工事があった場合、 

内容がわかるように、図面の修正・追記をお願いします。 

（手書きでもかまいません。中止は二重線等、変更・追記は図の修正等。） 

※浴室、便所の設備等の変更のある場合は、変更後の予定寸法を記入してください。 

 

＜２．仕様（書）の作成について＞ 

浴室（脱衣室を含む）工事、トイレ工事、その他工事に分類してください。 

図面に対応して番号、アルファベット、簡単な説明を付けてください。 

    ◆リハビリセンター作成の仕様書を使用する場合は、中止・変更・追記工事があった場合は、 

仕様の修正・追記をお願いします。 

（手書きでもかまいません。中止は二重線等、変更は修正、追加は追記等。） 

 

 

 

＜浴室、便所、その他の工事区分について＞ 

 

（１）浴室工事 

浴室内部、脱衣室、浴室に付帯又は関連する工事（ガス、給排水工事等）をいいます。 

脱衣室については、浴室に隣接されている場合は工事区分を浴室とします。 

浴室（脱衣室）の出入りのための手すり等の設置（浴室内・外）については、 

浴室の工事とします。 

 

（２）便所工事 

便所の工事及び付帯する工事（給排水工事等）をいいます。 

便所の出入りのための手すり等の設置（便所内・外）については、便所の工事とします。 

 

（３）その他の工事 

浴室、便所の区分に該当しない工事をいいます。 

 

 

 

 



 

  

 

 

＜３．見積書の作成について＞ 

   申請用の見積書の作成をお願いします。 

注：書類に不備、不明瞭等がある場合には、再提出をお願いすることになります。 

 

（１） 浴室の工事、便所の工事、その他の工事区分で明細を分けてください。 

 注：工事の区分毎に小計、消費税、合計まで算出してください。 

    (２）  図面・仕様書の内容（アルファベット、番号）毎に関連した明細を作成してください。 

           ※別紙、見積書作成例参照 

（３） 建築材料、品名、メーカー名、製品名、サイズ等を記載してください。 

（４） 消費税は、工事区分毎に、1円未満端数切捨でお願いします。 

（５） 値引きがある場合は、値引き後の価格で積算してください。 

 

★種目（物品）毎に、住宅改造補助金の限度額設定があります（下記参照）。 

※限度額超過分については、補助対象外となります。 

 

限度額一覧表 

  ※限度額算出は種目（物品）＋設置工事費（搬入据付費）×消費税となります。 

   この場合、設置工事費には給排水、電気、ガス工事等は含まれません。 

 

  種 目 ① 住宅改造補助金 

限 度 額（税込） 

浴槽 １２０，３００ 

ユニットバス 工事個所限度額 

湯沸器 ４７６，９００ 

風呂釜 ２６７，３００ 

便器（手すり無） ７８，８３０ 

特殊便器一体型 ２８８，１００ 

特殊便器便座型 １２３，２００ 

 

 

 

＜４．介護保険の住宅改修の未受給額のある方＞ 

必ず障害者住宅改造補助金の申請と共に介護保険の住宅改修の申請もしてください。 

 

  

 

 

 

 

 

※日常生活用具給付の申請対象の方は、  

別紙「５、日常生活用具給付申請のある方」へ以降をご参照ください。 



 

 

 

＜５．日常生活用具給付申請のある方＞ 

   日常生活用具給付申請用の見積書の作成をお願します。 

     ※別紙、作成例参照（種目毎に見積書の作成が必要となります。） 

   見積書は、種目（物品）＋設置工事費（搬入据付費）×消費税となります。 

   この場合、設置工事費には給排水、電気、ガス工事等は含まれません。） 

 

  注：申請には、名古屋市への口座振替登録が必要となります。 

 

限度額一覧（住宅改造補助と日常生活用具） 

種 目 ① 住宅改造補助金 

限 度 額（税込） 

① 日常生活用具 

限 度 額（税込） 

日 常 生 活 用 具 

給 付 対 象 者 

手すり 

（移動・移乗支援用具） 

       円 

工事箇所限度額 

      円 

６７，８００ 

平衡機能又は下肢もしくは体幹 

機能障害で家庭内の移動におい 

て介助を必要とする方 

手すり 

（入浴補助用具） 

 

工事箇所限度額 

 

９９，９００ 

下肢又は体幹機能障害で、入浴 

にあたって介助を必要とする方 

浴槽 １２０，３００ ７３，６００  

 

 

 

下肢・体幹機能障害で 

２級以上の方 

ユニットバス工事箇所限度額 

湯沸器 ４７６，９００ ３１６，９００ 

風呂釜 ２６７，３００ １０７，３００ 

便器（手すり有） ７８，８３０ １５，１８０ 

便器（手すり無） ７４，７２０   ５，６７０ 

特殊便器一体型 ２８８，１００ ２４３，０００ 上肢障害２級以上 

 及び重度知的障害有 

特殊便器便座型 １２３，２００ １２３，２００ 

 

 対象種目の給付対象については、日常生活用具での公費受給額を住宅改造補助金の補助対象額から 

控除します。 

 

◆障害者住宅改造補助金の申請と共に日常生活用具給付の申請もしてください。 

          ※申請時に見積書及び該当物品のカタログ等のコピーが必要となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 


